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古書は天下の回りもの
仲田 崇志

　日本ではあまり一般的ではないが，欧米には蔵書票（またはエクス・リブリス ex libris）という文化がある。
自分の蔵書であることを示すために貼り付ける紙片である。古書に蔵書票があると，前の持ち主がどのような人物だっ
たのか調べたくなる。専門書の場合は，前の所有者が研
究者の場合も多い。
　特にお気に入りの蔵書は，“International Code of 

Botanical Nomenclature 1983”（国際植物命名規約 1983，
シドニー規約）である。2014年にミシガン州の古書店
から 8ドルで購入した本には，アザミと蝶が描かれた
Edward G. Voss（1929–2012；植物学者にして蝶の研究者）
の蔵書票が貼られていた。
　この本が特別なのは，Voss自身が編集長を務めた規約
だからだ。しかもこの本の扉には，Voss本人を含む編集
委員会メンバー 8人のサインが寄せられていた。中には
藻類学者の P. C. Silva（1922–2014）や，『ベルリン規約』，
『東京規約』，『セントルイス規約』の編集長W. Greuter

（1938–），『ウィーン規約』と『メルボルン規約』の編集
長 J. McNeill（1933–）の名前も見える。古書にはこんな
思わぬ出会いもある。

“International Code of Botanical Nomenclature 1983”（シドニー
規約．筆者蔵）．a，書影と見返しの蔵書票（Edward G. Voss）． 
b，編集委員のサインが書かれた標題紙．c，判読したサイン．




